
 
 

令和７年度 事業報告  
 

近年、本県では人口減少と高齢化の急速な進行により、地域の労働力不足が深

刻化しています。このような中、シルバー人材センター事業（以下「シルバー事

業」という。）では、地域の支え手となる高齢者の社会参加を促し、生きがいの

充実と活力ある地域づくりに向けた取組を推進してまいりました。 

令和 7 年度の本県シルバー事業の実施状況をみると、コロナ禍以降減少傾向

にあった会員数は微増に転じました。しかし、会員の高齢化に伴い、就業可能時

間や業務範囲が限定される傾向がみられます。また、一部のセンターでは会員の

減少が続いているほか、受注ニーズは一定程度あるものの、就業会員の不足や業

務内容のミスマッチ等により、契約件数や就業延人員は減少傾向にあります。 

このため、今後は新規会員の確保に加え、会員の希望に応じた職種の開拓や、

安定的・継続的な就業機会の提供が重要な課題となっています。 

以下、令和 7年度の実施事業の概要について報告します。 

事業費に関しては、国・県補助金の合計額は 16,090 千円となり、昨年度と同

額を確保しました。また、国からの受託事業である高齢者活躍人材確保育成事業

（以下「育成事業」という。）費は、対前年度比 5.1％増の 27,440 千円となり、

3年連続での増額となりました。一方、派遣事業の契約金額は、コロナ禍以降の

減少傾向から増加に転じ、対前年度比 5.8％増の 338 百万円となりました。令和

7年度は、これらの収支状況を踏まえ、予算の適正執行や経費節減に努めながら

事業に取り組みました。 

事業実績の総括は、2ページ以降の表 1及び表 2のとおりです。 

会員数に関しては、対前年度比 2.4％増の 5,233 人となり、コロナ禍以降の減

少傾向から増加に転じました。また、新規会員の確保及び就業機会の拡大を目的

とする育成事業に関しては、目標新規会員数 329 人に対して、実績は 290 人（達

成率 88.1％）にとどまりました。 

契約金額に関しては、派遣事業で対前年度比 5.8％増となったのをはじめ、請

負・委任事業では対前年度比 3.6％増の 2,411 百万円となり、両事業の合計額は

対前年度比 3.8％増の 2,749 百万円となりました。 

安全・適正就業対策事業に関しては、安全・適正就業対策推進委員会において

年間事業計画を決定し、研修会の開催、安全就業の現地巡回調査、適正就業ガイ

ドラインに基づく業務の点検・助言を行う現地巡回調査などを実施しました。 

派遣事業に関しては、無期雇用制度の導入について検討を進めたほか、例月の

事務処理の適正な執行、派遣元として各実施事業所における衛生管理者の養成、

派遣事業システムの理解促進及び課題共有のための担当者会議の開催などを行

いました。 

また、第 2次中期事業計画の策定については、各センターをはじめ、国や県の



 
 

関係機関から意見等を聴取しつつ作業を進めました。なお、本計画（案）につい

ては、令和 8年度第 1回理事会において審議の上、決議されました。 

このほか、夏季には国や県の関係機関に対しシルバー事業への支援を要望す

るとともに、10 月第 3 土曜日の「シルバーの日」に併せてマスメディアへの情

報提供や広報誌への掲載等を行い、センターの普及啓発に努めました。 

さらに、全国シルバー人材センター事業協会（以下「全シ協」という。）や九

州ブロックシルバー人材センター連絡協議会（以下「九シ協」という。）の会議・

研修会等へ参加し、情報の収集や関係機関との連携を進めました。併せて、シル

ボンヌ（女性会員）の活躍促進や外部役員の導入等の新たな公益法人制度への対

応について、研修会の開催や情報収集を行い、各センターとの共有を図りました。 

 

   

 

 

表１≪県全体の過去３か年間の推移≫ 

 （R8.3.31 現在） 

            年 度 等 
項    目 

令和 5 年度 
実 績 ① 

令和 6年度 
実 績 ② 

令和 7年度 
実  績 ③ 

前年度比（％） 

③／② 

会 員 数          (人) ５，１７９ ５，１０８ ５，２３３ １０２.４ 

女性会員比率         （％） ３１．２ ３１．５ ３２，４ １０２.９ 

粗 入 会 率              （％） １．０ １．０ １．０ １００.０ 

就  業  率＜請負・委任＞    （％） ８２．４ ８３．２ ７９．２ ９５.２ 

就  業  率＜派遣＞          （％） ７６．５ ７７．１ ７９．４ １０３.０ 

就業延人員＜請負・委任＞ (千人日) ４０１ ３９０ ３８６ ９９.０ 

就業延人員＜派遣＞      （千人日） ５２ ４９ ４８ ９８.０ 

契約金額  ＜請負・委任＞ (百万円) ２，２８９ ２，３２８ ２，４１１ １０３.６ 

契約金額  ＜派遣＞       (百万円) ３２１ ３１９ ３３８ １０５.８ 

 
 
 
 
 
 
 



 
 

表２≪「新たな仲間づくり計画」の目標会員数の達成状況≫  
                 （R8.3.31 現在） 

年度等 

センター名 

令和 6年度 

実績（人） 

    ① 

令和 7 年度新たな仲間

づくり計画の目標会員

数（人）           ② 

令和 7年度 

実績（人） 

        ➂ 

 
 
年度末会員
数の達成率 
（％） 
③／② 

長 崎 市 ６６４  ６９１（２７） ７７４ １１２.０ 

佐 世 保 市 ７７０ ７９９（２９） ７４４ ９３.１ 

島 原 市 ２２７ ２３７（１０） ２３４ ９８.７ 

諫 早 市 ４０９ ４２５（１６） ４１３ ９７.２ 

大 村 市 ７２６ ７５１（２５） ７３０ ９７.２ 

平 戸 市 ２１３ ２２０ （７） ２１０ ９５.５ 

松 浦 市 １８０ １８７ （７） １８９ １０１.１ 

壱 岐 市 １７０ １７６  （６） １７８ １０１.１ 

五 島 市 １８４ １９０  （６） １９１ １００.５ 

西 海 市 ３１９ ３３０（１１） ３１３ ９４.８ 

雲 仙 市 １８２ １９０  （８） １６９ ８８.９ 

南 島 原 市 ３１３ ３２４（１１） ３０６ ９４.４ 

長 与 ・ 時 津 ３９８ ４１２（１４） ４１２ １００.０ 

波 佐 見 町 １０５ １０８  （３） １１４ １０５.６ 

対 馬 市 ９９ １０４  （５） １１１ １０６.７ 

川 棚 町 ５１ ５３  （２） ４７ ８８.７ 

新 上 五 島 町 ９８ １０１  （３） ９８ ９７.０ 

計 ５，１０８ ５，２９８（１９０）   ５，２３３ ９８.８ 

※➁欄の目標会員数は、令和７年度の純増目標会員数〔（ ）書き〕を➀に加えた値 



 
 

個 別 実 施 事 業 

Ⅰ 就業機会確保事業 

１．安全・適正就業対策推進事業 

   各センターにおける会員の安全・適正就業の確保を図るため、次のとお 

り取り組みました。 

 

(1)安全・適正就業対策推進委員会の開催 

  ➀令和７年度の各センターにおける会員の安全・適正就業の確保に向けた取 

組事項について、その具体的な実施の検討を行うため、次のとおり委員会を

開催しました。  

開催日 主な議題等 検討（審議）結果 

 

R7.5.16 

(長崎県

勤労福祉

会館) 

 

（１）令和 7 年度安全・適正

就業の取組について 

➀安全・適正就業役職員研

修会の開催 

 

➁安全・適正就業強化月間

（7月）における取組 

➂安全パトロール及び適正

就業・指導事業の現地調

査計画 

➃「安全・適正就業対策推進

基本計画」の推進 

  ・熱中症対策について 

 

➄その他 

・令和 6 年度県内の事故

発生状況（年度統計か

ら） 

 

（１）令和７年度安全・適正就業

の取組について 

➀令和７年 11 月の開催を決定

(長崎労働局職員等による講

義 他) 

➁各センターの強化月間におけ

る取組と状況の集約を決定 

➂安全パトロール及び適正就

業・指導事業の現地調査の実

施計画を決定 

➃「安全・適正就業対策推進基

本計画」の推進 

・研修会での救命救急講習等

（熱中症対策を含む）を決定 

➄その他 

・シルバー事業での事故がな

かなか減少しない。安全就業

のさらなる注意喚起が必要 
  

委員会の委員（委員長：藤原理事、副委員長：西原理事、委員：6ＳＣの事務

局長及び連合会の事務局長・次長 計 10 名） 



 
 

➁「安全・適正就業対策推進基本計画」及び「安全就業の徹底に向けた事

故再発防止対策【9項目】」の推進 

➀の検討結果の取組実施を通して、基本計画及び事故再発防止対策に

沿った安全・適正就業の確保を図りました。 

 

(2)安全・適正就業役職員研修会の開催 

  シルバー事業の安全・適正就業の確保を図るため、センターの役職員を対 

象に次の研修会を開催しました。 

開催日 研 修 内 容 講   師   等 

 

R7.11.20 

(ホテルセ

ントヒル長

崎） 

 
➀演題：「シルバー人材セン
ターの適正就業について」 

 
 
➁演題：「救命救急講習等（熱
中症対策を含む）について」 

 

 
➀長崎労働局  
職業対策課 課長補佐 
需給調整事業室 需給調整指導官 

 
➁長崎市消防局 
警防課 救命救急士 

 

(3)安全パトロール及び適正就業・指導事業の現地調査の実施 

現地での安全パトロールや適正就業・指導の現地調査を次のとおり行い、

安全・適正就業の確保を図りました。 

 

（安全パトロールの実施） 
 

活 動 拠 点 名 巡回調査日 
 

活 動 拠 点 名 巡回調査日  

1 長崎市ＳＣ R7. 9. 3 6 西海市ＳＣ  R7. 9.26 

2 佐世保市ＳＣ R7.10.15  7 波佐見町ＳＣ  R7. 9. 8 

3 諫早市ＳＣ R7. 9. 9  8 川棚町ＳＣ  R7. 9.25 

4 大村市ＳＣ R7. 9.29  計 8 カ所 

5 平戸市ＳＣ   R7.10. 2 

 

 

 



 
 

（適正就業・指導事業の現地調査の実施） 
 

活 動 拠 点 名 巡回調査日 
 

活 動 拠 点 名 巡回調査日 

1 島原市ＳＣ R7.10. 8 5 長与・時津ＳＣ R7. 9.30  

2 松浦市ＳＣ R7. 8.28 
 

6 川棚町ＳＣ  R7.10.24 

3 五島市ＳＣ R7.11.11 計 6SC 

4 南島原市ＳＣ R7. 9.11 

 

２．普及啓発事業 

  会員及び就業機会の拡大を図るため、広報活動を行うとともにシルバー事

業の意義・理念・運営等を広く県民や事業団体等に正しく理解していただく

よう、次のとおり取り組みました。 
 

（1）普及啓発事業の取組 

    連合会ホームページやインスタグラム、新聞、県の広報媒体、マスメデ 

ィアへの情報提供等を通じて情報発信を行いました。特に、10 月の「普及

啓発月間」 におけるボランティア活動を中心とした新聞での報道など、タ

イミングを重視した情報提供を行いました。 
 

（2）業務推進事務局長会議の開催 

県内センターの事務局長が一堂に会し、会員増加や就業開拓等の諸課題

について情報交換、検討・協議を行い、シルバー事業の推進強化に努めま

した。なお、川棚町社協及び新上五島町センターにも当会議への参加要請

をしました。 

 

開 催 日 会 議 概 要 

R7. 6.12 

 

➀令和 7年度第 1回都道府県連合事務局長会議の報告等 

令和 7年度の重点業務、会員拡大の取組、安全就業 

の徹底、次期中期事業計画の策定について、契約方法

の見直し、熱中症対策 他 
 

➁意見交換 



 
 

開 催 日 会 議 概 要 

R7.10.20 

 

➀令和 7年度第 2回都道府県連合事務局長会議の報告等 

会員拡大の状況、安全就業の徹底、厚生労働省の 

令 8年度概算要求予算、次期中期事業計画（案）  他 
 

➁意見交換 

 

R8. 2.6 

 

 

➀令和 7年度第 3回都道府県連合事務局長会議報告等 

  会員拡大の状況、安全就業の徹底、厚生労働省の 

7 年度補正予算・8年度当初予算案、しごとコンビニ、

次期中期事業計画(案)  他 

 

➁意見交換 
 
 

３．就業開拓・交流研修事業 

    会員拡大や就業先開拓などシルバー事業の拡大強化に向け、関連情報の収

集・共有や意見交換、役職員のスキルアップを図るため、連合会主催の会議・

研修会を次のとおり開催しました。また、全シ協及び九シ協が主催する次の

会議・研修会に参加しました。 

 

１ 連合会主催の会議・研修会 

事 業 項 目 実施時期 実施地域 内   容 

業務推進事務局長

会議 

（再掲） 

6 月 

長崎市 

 
➀シルバー事業の予算・計画
等の報告及び協議 

 
➁適切な事業運営に係る諸問
題の検討・協議 他 

 

10 月 

2 月 

役職員研修会 6 月 長崎市 

 
○演題：「新しい公益法人制度
について」 

（講師：長崎県総務文書課

課長補佐） 

 



 
 

事 業 項 目 実施時期 実施地域 内   容 

シルバー派遣事業

担当者会議 
9 月 長崎市 

 

➀演題:「コラボ 80＋の機能に
ついて」 
（講師：ＮＲＩ社会情報シス 
テム㈱職員） 

※質疑応答を含む。 

 

➁派遣事業の課題についての

意見交換 

 

シルボンヌ（女性会

員）活躍促進担当者

会議（研修会） 

 

11 月 長崎市 

 
➀演題：「（公社）長崎市シルバ
ー人材センターの女性会員
活躍促進の取組状況につい
て」 

（講師：長崎市ＳＣ事務局長） 
 
➁グループ意見交換 

 

安全・適正就業役職

員研修会 

（再掲） 

11 月 長崎市 

 
➀演題：「シルバー人材センタ
ーの適正就業について」 

（講師：長崎労働局職員） 
 
➁演題：「救命救急講習等（熱 
中症対策を含む）について」 

（講師：長崎市消防局警防課 

救命救急士） 
 

 

 

 

２ 全シ協主催の会議・研修会 

事 業 項 目 実施時期 実施地域 内   容 

定時総会 6 月 東京都 ○全シ協定時総会 

 

 



 
 

事 業 項 目 実施時期 実施地域 内   容 

都道府県連合事務

局長会議 

（再掲） 

5 月 
 
オンライン 

(5 月) 
 
 

東京都 

 
 
➀事業予算・計画（厚生労働
省）の説明、協議 
 
 

➁適切な事業運営の推進 
(全シ協) 

 
➂諸問題の提案・検討・協議 
 他 
 

10 月 

1 月 

会員拡大・就業開拓

担当者会議 
9 月 オンライン 

 
➀講義：「新たな仲間づくり計
画」について 

（講師：全シ協・業務部長） 
 
➁事例発表（2ＳＣ） 
（井原市ＳＣ、岐阜市ＳＣ） 
 

職業紹介責任者講

習 
11 月 福岡県 

 
○関連法令、留意点 他 
 

シルバー事業情報

交換会議 

 

11 月 

 

オンライン 

 
〇講義：「新公益法人会計基準

（令和 6 年 12 月改正）の
概要と活動計算書等の解
説」 

（講師：衣目公認会計士・税理

士事務所職員） 
 

シルボンヌ全国大

会 

2025 in みやぎ 

11 月 宮城県 

〇シルボンヌ活動の紹介、作
品展示・販売、ファッション
ショー 他 

派遣元責任者講習 12 月 

 

宮城県 

 

 
 
 
○関係法令、留意点 他 
 
 
 



 
 

事 業 項 目 実施時期 実施地域 内   容 

安全就業指導員会

議 
1 月 

東京都 
（オンライ
ン視聴 2
月） 

➀基調講演：「就業における熱

中症等の対策」 

（講師：中災防安全衛生コンサル

タント）  

➁事例発表(2SC)  
（高岡市ＳＣ、山形市ＳＣ） 
 

➂講義：「就業の現状と対策」 
（講師：全シ協 企画管理部長） 

都道府県連合会長

会議 
2 月 東京都 

○会議（令和 8 年度予算の概
要、会員拡大の取組と分析  
他） 

 （厚生労働省、全シ協） 

 

３ 九シ協主催の会議・研修会 

事 業 項 目 実施時期 実施地域 内   容 

第 1 回理事会 6 月 
 
福岡県 〇定期総会議案等の審議 

定期総会・役職員研

修会 
７月 福岡県 

➀定期総会（令和 6 年度事業
報告 他） 

 
➁役職員研修会（講演：「シル
バー人材センター事業の喫
緊の課題について」） 

 （講師：全シ協・業務部長） 

職員研修会 10 月 大分県 

➀講演：「シルバー事業運営の
課題と対応について」 
（講師：全シ協・企画情報部長） 

 
➁講演：「新たな契約方法に移
行した場合の会計仕訳」「公
益認定法改正に伴う留意
点」 
（講師：衣目公認会計士・税理士

事務所職員） 

 
➂事例発表(大分市 SC) 

各県連合（会）事

務局長（連絡）会

議 

12 月 福岡県 
➀会議（令和 8 年度事業計画
及び収支予算（素案） 他） 

➁各県連合（会）情報交換会 



 
 

 業 項 目 実施時期 実施地域 内   容 

各県連合（会）会長

会議（研修会） 
12 月 福岡県 

➀会議（令和 8 年度事業計画
及び収支予算（素案） 他） 

 
➁研修会（講演：「シルバー人
材センター事業の重要の課
題と取り組みについて 
（講師：全シ協・専務理事） 

 
➂各県連合（会）情報交換 

 

４．調査研究事業 

   シルバー事業を取り巻く環境変化を的確に捉えるため、次の調査研究を行

い各センターに情報発信することで、円滑な事業推進等が図られるように努

めました。 

 

(1）各センターの役職員を対象に、令和 7年 4月 1日施行された新しい公益法

人制度について、長崎県総務文書課法制・公益法人班課長補佐を講師として、

改正の内容と留意点に関する講義と質疑応答を行いました。 

 

（2）シルバー派遣事業担当者を対象に、派遣事業のシステム操作を正確に行っ

てもらうため、ＮＲＩ社会情報システム㈱職員を講師として、派遣システム

（コラボ 80＋）の主要な制度変更対応や新機能改善等について講演と質疑応

答を行いました。 

 

 （3） 各センターで取組んでいる会員拡大の取組及び就業先開拓・拡大の取組につ

いて整理を行い、情報共有を図りました。 

 

５．センター設置等促進事業 

   県下全域におけるシルバー事業の展開を図るため、センター未設置町（小

値賀町）や連合会未加入団体（東彼杵町、佐々町）に対し、事業概要の配布

や訪問等によりシルバー事業の周知・広報を行い、センター設置への意識づ

けに努めました。  

   また、シルバー事業の法人化に至っていない川棚町や新上五島町のセンタ

ーに対しては、業務推進事務局長会議への参加を要請するとともに、欠席の

場合は、資料を送付するなど関連情報の提供を行いました。 



 
 

６．センター指導事業（適正就業・指導事業） 

6 センター（島原市、松浦市、五島市、南島原市、長与・時津、川棚町の

各センター）に対し、会員拡大、就業開拓、意識啓発、安全就業、適正就業

の確保等の取組について現地調査を実施し、シルバー事業の適切な運営、業

務拡大等の指導・助言を行いました。 
 

７．シルボンヌ（女性会員）活躍促進事業 

     女性会員の活躍促進をテーマに、入会促進から就業や活動の活性化の取組

等について、各センターの役職員を対象に情報交換や意見交換を行い、具合

的な方策を共に考え、検討する場として、令和７年度より実施することとし

ました。今年度は女性活躍促進に積極的に取り組み、成果を上げている長崎

市ＳＣの取組についての講演の後、グループ意見交換を行い、女性会員の活

躍促進に向けた取組について理解を深めました。 

 

事 業 項 目 開 催 日 実施地域 内   容 

シルボンヌ（女性会

員）活躍促進担当者

会議（研修会） 

 

（再掲） 

R7.11.13 長崎市 

 
➀演題：「（公社）長崎市シル
バー人材センターの女性
会員活躍促進の取組状況
について」 

（講師：長崎市ＳＣ事務局長） 
 
➁グループ意見交換 
 

 

８．有料職業紹介事業  

 臨時的かつ短期的または軽易な業務への就業を希望する高齢者に、有料職

業紹介事業を行う体制を整備しました。 

 

（1）実施事業所 

   佐世保市、島原市、諫早市、大村市、平戸市、松浦市、五島市、西海市、

雲仙市、南島原市、波佐見町及び連合会  （計）12 事業所 

 

（2）実施状況  

  実績なし 



 
 

Ⅱ シルバー派遣事業 

シルバー派遣事業の円滑で効果的な推進に向け、諸課題について関連情 

報の提供とその対応方策に努めるとともに、労働者派遣事業の適切な推進に

取り組みました。 

 

（1）シルバー派遣実施事業所 

 

届 出 受 理 日 実 施 事 業 所 名 称 

 

H21.2.25 

①長崎市事務所 

③諌早市事務所 

⑤西海市事務所 

②佐世保市事務所 

④大村市事務所 

⑥長与・時津事務所 

H21. 8.17 ⑦南島原市事務所 ⑧波佐見町事務所 

H22. 4. 1 ⑨島原市事務所 

H22.11. 8 ⑩平戸市事務所 

H23. 8.31 ⑪壱岐市事務所 

H24.10.17 ⑫雲仙市事務所 

H25.12.12 ⑬松浦市事務所 

H26. 1.30 ⑭五島市事務所 

H26.12.17 ⑮連合会 

    R7.10. 1 ⑯対馬市事務所 

 

 

（2）シルバー派遣事業運営委員会及び担当者会議の開催 

    派遣事業運営に係る次の課題等の検討・協議のため、運営委員会及び担当 

者会議を開催しました。 
 

〇派遣事業実績、活動拠点委託費、教育訓練の実施状況、衛生管理者養成 

結果・養成計画、無期転換制度の導入検討等について 
 
  
 



 
 

 シルバー派遣事業運営委員会開催状況(全 3 回) 

開催日・場所 議  題  等 

R7. 6.12 

長崎市 

・令和 6年度派遣事業実績 

・令和 6年度教育訓練の実施状況 

・令和 7年度衛生管理者養成計画 

R7.10.20 

長崎市 

 

・令和 7年度派遣事業実績（4月～9月） 

・活動拠点委託費の支払時期 

・無期転換制度の運営状況（他県の状況等） 

 

R8. 2. 6 

長崎市 

 

・令和 7年度派遣事業実績（4月～12 月） 

・無期転換制度導入に係る課題整理 

・交通費の非課税限度額の設定 

・雇用保険適用拡大の影響 

・関係団体等への働きかけ 

・「Smile 給与明細」の紹介 

 
 
 
 

シルバー派遣事業担当者会議開催状況（1回：再掲） 

開催日・場所 演  題  等 

R7. 9.17 

長崎市 

➀演題：「コラボ 80＋の機能について」 

（講師：ＮＲＩ社会情報システム㈱職員） 

※ 質疑応答を含む。 

 

➁派遣事業の課題についての意見交換 

 

 

 

 

 



 
 

 

（3）派遣業務拡大の取組 

 令和 7年度の派遣業務拡大の実績は、次のとおり 4事業所 3業種となりま

した。   

 

事業所 業 種 職 種 
1 週間の 

就業時間 

就業 

延人員 

（人日） 

賃金総額 

（千円） 

佐世保市 食料品製造業 
製品製造・加工

処理の職業 

20 時間以上 

30 時間未満 
169 941 

佐世保市 医療業 
飲食物調理の職

業 

20 時間以上 

30 時間未満 
145 870 

佐世保市 

社会保険・社

会福祉、介護

事業 

飲食物調理の職

業 

20 時間以上 

30 時間未満 
208 1,261 

西海市 

社会保険・社

会福祉、介護

事業 

飲食物調理の職

業 

20 時間以上 

30 時間未満 
366 1,643 



 
 

Ⅲ 高齢者活躍人材確保育成事業   

令和７年度の高齢者活躍人材確保育成事業（厚生労働省長崎労働局委 

託）につきましては、高齢者や企業に対して、 シルバー人材センターを 

積極的に周知・広報するとともに、実際の就業体験を通じて高齢者、企業

双方のシルバーに対する理解を深めること、高齢者がシルバーに興味を持

ち自信を持って就業できるよう必要な技能講習を行うことにより、シルバ

ーの新規会員、新たにシルバーを活用する企業を増加させることを目的と

して実施しました。 

 

・委託期間 令和 7年 4月 1日～令和 8年 3月 31 日     

・支 出 額 27,440,112 円（契約額 28,520,000 円）  

・執 行 率 96.2％ 

   

・事業実績         
 

   

 区  分 新規会員数➀ 就業者数➁ 
 

就業率➁／➀   

 周知・広報 242 人  137 人  
 

56.6％    

 セミナー 6 人  4 人  
 

66.7％    

 就業体験 6 人  5 人  
 

83.3％    

 技能講習 36 人  25 人  
 

69.4％    

 計 290 人  171 人  

 

59.0％    

 事業目標③ ※ 329 人  目標達成率➀/➂ 

 

  88.1％   

 

 ※事業目標③は、高齢者活躍人材確保育成事業仕様書により設定された目標値である。 
 

 

 



 
 

１．周知・広報 

広報媒体等 内  容 実 績 備  考 

リーフレット 
シルバー人材センターＰ

Ｒ、シルバー会員募集 2,000 部 
連合会、A3 判二つ折り・両面 4
色刷り 

新聞折込チラシ シルバー会員募集 288,430 枚 
15 地区 16 回、5 紙、A4 判・片

面 2 色刷り 

長崎新聞折込チラシ 
 
シルバー会員募集 
 

158,140 枚 
県下全域 1 回、休刊日前日チラ

シ、Ｂ4 判 1/2 面、4 色刷り 

タウン情報誌 シルバー会員募集 1 回 諫早地区 1 回、45,000 部 

自治体広報紙 シルバー会員募集 14 回 
壱岐市、西海市各 1 回、南島原市 3 回、

長崎市、島原市、平戸市、雲仙市各 
2 回、波佐見町 1 回(折込チラシ) 

拠点ＳＣ配布用チラ

シ シルバー会員募集 4,550 枚 
17 拠点 SC、A4 判・片面 4 色刷

り 

新聞折込チラシ セミナー参加者募集  117,980 枚 6 セミナー、5 紙、A4 判・片面 
2 色刷り 

新聞折込チラシ 技能講習受講者募集 299,920 枚 
15 講習、5 紙、A4 判・片面 2 色

刷り 

拠点ＳＣ配布用チラ

シ 
セミナー、就業体験、技

能講習参加者募集 
1,970 枚 

11 拠点 SC、6 セミナー380 枚、

2 就業体験 100 枚、15 講習 1,490
枚、A4 判・片面 4 色刷り、 

長崎新聞折込チラシ 
シルバー人材センターへ

の仕事依頼募集 
158,840 枚 

県下全域 1 回、休刊日前日チラ

シ、Ｂ4 判 1/2 面、４色刷り 
拠点ＳＣ配布用チラ

シ 
シルバー人材センターへ

の仕事依頼募集 2,250 枚 
16 拠点ＳＣ、A4 判・片面 4 色刷

り 

定期総会配布チラシ シルバー会員募集 1 回 
連絡会議構成団体（連合長崎） 
A4 判・片面 4 色刷り・250 枚 

機関紙折込チラシ 
シルバー人材センターへ

の仕事依頼募集 1 回 
連絡会議構成団体（中小企業団体中央会） 

A4 判・片面 4 色刷り・450 枚 

機関紙広告掲載 
シルバー人材センターへ

の仕事依頼募集 
1 回 

連絡会議構成団体（商工会議所連合会） 

縦 15 ㎝×横 8 ㎝・ﾓﾉｸﾛ・6,000 部 

連合会ＳＮＳ 
シルバー人材センターＰ

Ｒ、シルバー会員募集他 通年 
ホームページ、インスタグラム

等 
 

 

 



 
 

２．セミナー及び説明会（高齢者向け・女性限定）                （単位：人） 

名  称 開催地 開催日 開催時間 定員 
参加
者 

未会 
員 

入会
者 

備考 

スマホ教室 五島市 7/3（木） 13:30～15:00 10 3 2 0 申込 5 人 

筆文字セミナー 雲仙市 9/2（火） 13:30～15:30 10 11 11 1  

メイクアップセミナー 長崎市 9/10（水） 13:30～15:30 20 13 13 1 女性限定 

スマホ教室 波佐見町 9/19（金） 13:30～15:10 10 6 3 0  

スマホ教室 松浦市 10/3（金） 13:30～15:30 10 10 4 3  

終活セミナー 西海市 1/22（木） 13:30～15:30 10 11 8 1  

   合計  ７0 54 41 6  

※開催時間には、入会説明会（約 30 分）を含む。 

３．説明会（高齢者向け） 

名  称 開催地 開催日 開催時間 参加者 備   考 

退職予定者（人事担当者
を含む）説明会 長崎市 なし   長崎県、長崎市、佐世保市等の職

員の退職者説明会は実施なし。   
ﾘｰﾌﾚｯﾄ配付依頼。 

４．説明会（企業向け） 

名  称 開催地 開催日 開催時間 
参加 
企業 

備   考 

シルバー人材センター説
明会 長崎市 なし   既に就業開拓実施済のため説明会

不要 

５．就業体験（高齢者向け）                              （単位：人） 

名  称 開催地 開催日 開催時間 定員 
参加 

者 

未会

員 

入会

者 
備考 

公園管理就業体験 佐世保市 9/25（木） 10:00～11:00 5 3 3 3 受入先・佐
世保市 SC 

公園管理就業体験 長崎市 12/1（月） 10:00～11:00 5 3 3 3 受入先・長
崎市 SC 

   合計  10 6 6 6  

６．就業体験（企業向け） 

名  称 開催地 開催日 開催時間 定員 参加者 備  考 

○○就業体験  なし    説明会（企業向け）が未開

催のため開催なし 



 
 

７．技能講習                                    （単位：日、時間、人）   

講習名 開催地 講習期間 
講習

日数 

講習

時間 

定
員 

受
講 
者 

未会
員 

入
会
者 

備考 

剪定講習 
（春期） 佐世保市 6/17 火 ～ 6/19 木 3 15 10 10 10 7  

接遇講習 島原市 6/25 水 ～ 6/26 木 2 8 10 10 5 1  

接遇講習 長与町 7/9 水 ～ 7/10 木 2 8 10 9 9 7  

接遇講習 松浦市 8/21 木 ～ 8/22 金 2 8 10 9 5 4  

接遇講習 南島原市 8/26 火 ～ 8/27 水 2 8 10 7 2 2  

調理スタッフ
養成講習 五島市 9/12 金 ～ 9/18 木 2 8 10 8 2 0  

剪定講習 西海市 10/7 火 ～ 10/9 木 3 15 10 10 2 2  

除草講習 佐世保市 10/16 木    1 3 10 7 4 1  

剪定講習 平戸市 10/21 火 ～ 10/23 木 3 15 10 9 3 2  

剪定講習 長崎市 10/28 火  10/30 木 3 15 10 8 6 4  

除草講習 島原市 11/4 火    1 3 10 10 8 2  

刈払機取扱 
講習 松浦市 11/5 水    1 3 10 10 2 0  

剪定講習 
（秋期） 佐世保市 11/11 火 ～ 11/13 木 3 15 10 7 7 3  

剪定講習 島原市 12/2 火  12/4 木 3 15 10 10 4 1  

調理スタッフ
養成講習 雲仙市 2/5 木 ～ 2/13 金 3 12 10 11 3 0  

     合計  34 151 150 135 72 36  

※講習時間には、開講式・閉講式（各 30分）の時間は含まない。 

 

 

 

 



 
 

 Ⅳ 総会等の開催及び要望活動 

 連合会の事業推進と適正な運営を図るため、定時総会及び理事会等を 

開催し、運営等方針を決定するとともに、要望活動を実施しました。 
 

（総会等の開催状況） 

会議等名称 
実施 

時期 

実施 

地域 
内     容 

定 時 総 会 6 月 長崎市 

連合会会員による総会開催 

・令和 6年度決算審議・役員の選任審議 

・定款の一部改正審議 他 

理 事 会     
連合会理事(14 名）、監事(2 名）による

開催 

 

 

 

 

 

 

第 1 回 6 月 長崎市 ・令和 6年度事業報告・決算審議  他 

第 2 回 6 月 長崎市 

 
・会長、副会長及び専務理事の選定審議 
・シルバー派遣事業実施規程の一部改正審議 
 他 

 
第 3 回 

 
3 月   長崎市 ・令和 8年度事業計画・予算審議 他 

決 算 監 査 5 月 長崎市 
監事(2 名)による令和 6年度収支決算等の

監査   

 

（要望活動の概要） 

支 援 要 望 内 容 活動日及び要望先 要 望 者 

・補助金の確保 
・新たな独自事業への立

ち上げ支援 
・新たな契約方法への見

直への対応など、セン
ターの安定的な運営が
可能となる各支援  

○活動日 令和 7年 8月 4日 

○要望先 

1. 長崎労働局長 

2. 長崎県知事 

3. 長崎県議会議長 

4. 自由民主党長崎県連会長 他 

本田 会長 

蓮田 副会長 

朝長 副会長  

村井 専務理事 

・連合会事務所の代替施

設の確保 

 

○活動日 令和 7年 8月 4日 

○要望先 

・長崎県知事 

本田 会長 

蓮田 副会長 

朝長 副会長  

村井 専務理事 



賞借対照表
令和 8年 3月 31日 現在
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I資産の部
1.流動資産

現金

当座預金No308040

普通預金

未収金

立替金

前払金

流動資産合計
2.固定資産

(1)基本財産

基本財産合計

(2)特定資産

連合会事務所移転費用積立資産

固定資産取得積立資産

特定資産合計

(3)そ の他固定資産

什器備品

電話加入権

保証金

その他固定資産合計

固定資産合計
資産合計

Ⅱ負債の部
1.流動負債

未払金

前受金

預 り金

仮受金

短期借入金

預 り補助金等
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2.固定負債
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Ⅲ正味財産の部

1.指定正味財産

(う ち基本財産への充当額 )

(う ち特定資産への充当額 )

2.一般正味財産

(う ち基本財産への充当額 )

(う ち特定資産への充当額 )

正味財産合計
負債及び正味財産合計



賞借対照表内訳表
令和8年 3月 31日 現在

公益社回法
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正味財産増減計算書

令和 7年 4月 1日 か ら令和 8年 3月 31日 まで

公益社団法人長崎県シルバー ン
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正味財産増減計算書

令和 7年 4月 1日 から令和 8年 3月 31日 まで

公益社団法人長崎県シルバー人材センター連合会
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正味財産増減計算書内訳表
令和 7年 4月 1日 から令和 8年 3月 31日 まで

′U_90〔I

73_923I

UZ_4′ ′I

20 82′)I

li48_′ と
`〔

I

呂夕6 8blI

ZEI_′ b〔

44 001
b3Z_6Zb
33.000

4 【]B【B 888I

49【1_OZ【 ,I

888_180I

2′ .038.61

16 664 UU6I

3] 9も 9 18′I

【,6_6Z6I

16 090 00〔
も U43 UUU
8 046 00〔

40【,_UO〔

409 00〔

lu4_63■
194_631

【〕3′ ′

U 3′ ′

133 3b3
程Su_298
44_U6UI

3′【, 6と:0 36VI

763 984 1Ь ZI

1_0:〕 と_6′ 4|

0
夕1 888 268I

Z Z【】Z 653I

3^012 994I

39′.464i

合 計

8B′ 【308 8夕 Eュ

33′ :,03 と:Z6

27_440 112
夕′ 440 112
Z_46′ _9U〔

2.46′ .90〔

|

0

0

B ζ00 000
3_300_900

0

Z 46′  UUU
2 46′  900

U

1【,4_684
I【,4_634

91_95b
4′ 8【abI

44_06〔I

0

6_Ob4_4I

法人会計

Z′ _Obli_I

16 ら64 0〔I

33 Ub9_13I

96I

′V.υヽI

′3 【〕ZI

21_333 268I

2 292.
8 01Z UUとI

3U′ _46と11

82.4′41

ZO とiZI

0
8411 ′8〔1

8Z6_Ьb
78 ′:〕 〔I

44 01I

I Ь8タ

33_00〔I

301_コ
も88 1I

4 V3U_I

499_0I

B88 181I

〓B4 60B 8夕 S
334 603 と:Z6
27 440 112
夕′ 440 11タ

0
16 090 000
3_U43 UUU
8 046 000

40【,_UUU
409_000|

9 3′ ′I

【, 3′I

41_3I

41.31

3′8_bu3 ′11I

8′ 9 680 1I

Z63 V34_ 13ZI

1 098 〔〕′1

|

UZ_4U〔I

161.91I

1 2′ b llI

lU とIti1

888 181I

868 64I

14_296_06

II 96

夕E1 64I

0
2′ _440_111

夕′ 440 11

b_4EI′ _3V
2_263 313II

8′0 ′g|

113 6:】I

18_3モ

8I

411 4I

229.90I

88 00〔1

27_440_112
夕′ 440 11タ

0

0

12 b2I

557_421I

41も |I

Zも _′ 31I

44 0011

30Z ′1I

409_0〔

3′ : 4U`1

3.664.′
4′ u_14I

26_204.9も

Z Z6′  υl1

ag 【]!〕 9 18I

′【,_UO〔I

45_37I

40【】_000
409_000

9 377
【3 8′ ′

41 3【〕と
`41_398

8bl lも 8 601

8_=ぅ タ タ40 夕も′I

263_【 ,34_13Z
1_098_674I

13 と14う とI′ 1I

29 05〔I

2_142_2(I

283I

b4〔I

〓B4 608 8夕 ti

334 603 と126

|

0
16 090 000
ES_U43_UUU
8 04Ь  000

【〕18_′,I

33_959.13I

′9 901
20 3b1

4 Zも 1 1I

Z【,_UbiI

433_3′I

b4 361
46 16I

12_52

205 38!I

44.01II

63_b〔I

134【】JI

4′ 9.14〔

Z6 Z04 V31|

884 608 8夕 S
334 603_826

0

U_3′ ′I

9.3′ ′
3b_u33I

35 935I

884 S▲【]188I

334_691_87I

263 984 1I

モ UU:3 b′ 1

I

236.41
1_U03_′

0

1.334.1

U
26

lS 504 4

1′ _b43 331

11.も 94.64i

1 ′0と :

229_249
1′

4【〕1 4Z〔

ZU【,【,ri

2EI ′b〔

十

239.21〔

409 000

高齢者活躍人材確保育成事業 計

16 0【30 000
El_043_90U
8_045_000

409 01
40V

0

0
b 4

3 4

0

他 会 計 か らの 機 入 金 収 益

彎 凸 者 挿 悟
==r臣

幕

支 払 会 員送 定 福 利 ■

le目 軍席吾奎誦骨

畢 勲 今 シ 招 ▼ 器 命

棒 7音 西 翌 取 瀬I量

労 働 者 派 置 事 楽 政 益

活 動 拠 点 委 託 受

正 会 H翌 取 会 吾

IVi巨 口E箱翫◆

I-1じ T ttL十 産担との都

程 L綸 付 吾 口

支 払 会 目雪 金

峰 † 警 藍 覆 口 幕

秦 程 金 等 返 置

=払
手 強 料

相 瀬IE生書

旅 書 交 通 書

芝 価 僣 主l書

半塾末H書

定権利登

■五 信 覆 静 吾

什 善 備 品 受

印層l製本費

支 払 負 担 金

臨 時 ■ 管 金

翌 取 負 担 金

壁 取 補 助 金 等

和 君と公 醍

得 目 野 田‖

拾 尉 手 当

消 耗 品 書

V,lgT封 IR

1_経営 歯 産 の 部

避 冨 収 盃 吾
=

習ヽ I里 目 福 ◆

翌 取 支 援 金

保 険 料

雪 借 料

姦 粁 骨

薮 耕 吾

研 修 受

彗 l腹 苓

(2)経常 書 用

会議受

修 簿 脅

路 ‖ ◆

(1〕 雰営 II里 幕

畢 巨 牟 吾

難 吾

雄 収 益

ユ
=骨

言 皓 者 肴 g人 材 確 倶 吉 虚ユ 婁 尋辞 IIE春

科 目

高 齢 者 活 麗 人 材 確 保 育 成 事 業 翌 託 収 益



正味財産増減計算書内訳表
令和 7年 4月 1日 から令和 8年 3月 31日 まで

合計

2.′8′ .′ 68
Z′ 8_00〔

466_8

′0_06も
9

6【,3

40_133
358 541
Z44_63〔

62 621
11 50〔

′S 9Lh

9 111
6 4′る

Z′【, 331
fiR 98:

lS_26〔

7_601
196 00〔

b110_

8_151

た1 330
RR夕 ▲tSR lR7

夕 180 06Ь

I Z lと 10 06b

I 夕 180 06b

I 2 180 065
I 76 608 418
I ZIS_′ li3_4′ :】

0

U

I 2と1_′と13_4′

法人会計

夕 ′8′  ′68
Z′と1 000
4〔Sti R夕 tS

70_065

6【13

40_133
3bli b40
Z44 660
62_621
11 600

′6 9bh

9_110
6 4′も

Z′υ_33Z
GR 980
8 2もU
7 600

1【】6 000
3と10 886

8 156

I U_3と

I ク 7R7 7RR
I エ タ66 ′夕1

I 8 266_′ Z

3 Z00.′ Z
I △ 1 086_6b
I Z_I EIU_1

I 夕1 908 41
I Z4 0と i3 4′

0

|

Z4 083 4′

計

0

0

|

0

0

I R79 [iRO ヨ
I △ 1 086

I △  1 086

△  1_U30_030
I 1 088 6b

4 ′00 001
4 ′00_0〔

1

4 ′00 01

高齢者活躍人材確保育成事業

0

0

0

I ク7 ■■0 111

0

U

0

,Iヽ 計

0

0

|

0

0

I R5, ワ40 ワ5
I △  1 086 6も

0
| △ 1 086 6:】

II △  I_U36_6b十

I △  1 086 6

U

″ルハー人材センター尋

0

0

0

0

I RR4 S91 R7
I △ 4夕  ′

〔

0
I △  4夕  ′

| △  4Z ′

I △ 42_′

0

0

0

0

0

0

17 二▲R RR〔
△  1 04■  91

U

△  1′ 048 91

△  1 043 【〕l

△  1 048 91

科 目

雷 理 晉

笹 H翌 酬

給 料 手 当

臨 障 ■ 管 命

法 ▼ 福 瀬I吾

退 駐 拾 付 脅 用

福 潤IE牛 吾

会 置 ■

役 員 等 旅 費 交 通 費

梓 吾 奪 輌 吾

輛 信 Л 需 晉

滅 価 信 気l骨

什 署 僣 品 吾

消 轟 品 吾

修 倦 費

印 国 a衣 吾

壬 翠 末 潟 吾

賃 借 料

侵 酷 赳

語 H命
租 税 公 誤

守 払 色 綱 命

書 程 書

支 払 手 数 癖

議 紺 吾

難 骨

露'営 骨 口 計

工 衣 財 産 評 価 福 幕 峯

籍 ▼ 雷 r評 価 福 苓 零

鸞 警 宕 補 郡 業 評 価 1目 幕 峯

評 価 福 幕 零 rr
当 瓢 露 富 雪 産 g目

夕 雰 営 ウ〔遺 愛 の 部

(1)評密 外 収 幕

経 常 外 収 益 計

(2)雰営外晉用

経 常 外 書 用 計

当 列l避留 外 電 重 粗

仙 会 計 極 書 額

当期 一 般 正 味 財 産 簿 減 額

― 船 r瞑 財 西 期 百 残 百

― 段 正 欧 財 西 理 衷 猛 百

π常 宰 下 膜 ロオ産 遺 逓 の 部

(1)li里 幕

収 益 計

`夕

う吾口
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指 定 正 峡 財 産 期 末 残 高

Ⅲ 正 味 財 産 期 末 残 高



財 務 諸 表 に対 す る注 記

1.重要な会計方針

(1)固定資産の減価償去,の方法

減価償却資産について、定額法により直接減価償却を実施 している。

(2)消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は税込み方式によつている。

2 特定資産の増減額及びその残高

特定資産の増減額及びその残高は次のとおりである。

(単位 :円 )

3.特定資産の財源等の内訳

特定資産の財源等の内訳は次のとお りである。

(単位 :円 )

4.固定資産の取得価格、減価償却累計額及び当期末残高

固定資産の取得価格、減価償却累計額及び当期末残高は次のとお りである。

(単位 :円 )

科  目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

連合会事務所移

転費用積立資産
3,700,000 0 0 3,700,000

固定資産取得積

立資産
1,000,000 0 0 1,000,000

科  目 当期末残高
(う ち指定正味財

産からの充当額)

(う ち一般正味財

産からの充当額)

(う ち負債に紺応

する額 )

連合会事務所移

転費用積立資産
3,700,000 (3,700,000)

固定資産取得積

立資産
1,000,000 (1,000,000)

科  目 取得価格 減価償却累計額 当期末残高

什器備品 1,102,500 1,042,124 60,376



5。 補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減及び残高

補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は次のとお りであ

る。                            (単 位 :円 )

6。 他会計振替額について

公益 目的事業会計の一般正味財産額 1,086,656円 の不足額を調整するため、法

人会計から振 り替える。

補助金等の名称 交付者
前期末

残 高
当期増力日額 当期減少額

当期末

残 高

貸借対照

表上の記

載区分

補助金

1)運営費補助金

2)運営費補助金

3)支援金

全シ協支援金

国

県

全シ協

0

0

0

8,045,000

8,045,000

409,000

8,045,000

8,045,000

409,000

0

0

0

合 計 0 16,499,000 16,499,000 0



附 属 明 細 書

1,特定資産の明細

2.引 当金の明細

(単位 :円 )

(単位 :円 )

区 分 資産の種類 期首帳簿価額 当期増加額 当期減少額 期末帳簿価額

固定資産 特定資産 4,700,000 0 0 4,700,000

科 目 期首残高 当期増加額
当期減少額

期末残高
目的使用 その他



財 産 目 録
令和8年 3月 31日 現在

公 シルバー人材センター連合会 円 )

金 額賞借対照表科目 場所・物量等 使用目的等

12,632,336
587,700

21,931,797
1,497,809

36,650,642

28,086,918
1,851

28,0881769
０

０

０

１

９

０

54 1

1 000

477

(流動資産)

未収金

前払金

預金 当座預金

十八親和銀行 長崎市役所支店

普通預金

十八親和銀行 北支店
十八親和銀行 長崎市役所支店

十八親和銀行 北支店

十八親和銀行 北支店

派遣事業収益

l榊 全福サービス

l抑 全福サービス

派遣事業運転資金として

源泉所得税等預金として

就業機会確保事業・法人会計運転資金として

高齢者活躍人材確保育成事業運転資金として

[現金預金計]

3月 分等派遣事業収益

損害保険料
[未収金計]

派遣事業賠償責任・派遣元事業主賠償責任保険料

D&0(役員賠償責任)・ サれヽ・―情報漏えい保険料
E前払金計]

運転資金として

65,280,501流動資産合計

3,700,000

1,000,000

4,700,000

1

42,777
17.598
60,376

306,915

110,000

477,291

[特定資産計]

公益目的事業財産
公益目的事業財産
法人会計財産

[什器備品計]

[その他固定資産計]

公益目的事業財産

公益目的事業財産

法人会計財産

法人会計財産

(固 定資産 )

特定資産

特定資産

その他固定資産

連合会事務所移

転費用積立資産

固定資産取得積
立資産

電話加入権

保証金

什器備品 シュレッダー (裁断機)1台
移動書庫1式

移動害庫1式

高速道路使用ETCカ ード
利用加入保証金

北支店

北支店

十八親和銀行

十八親和銀行

5,177,291固定資産合計

70,457,792資産合計

22,092,010
1,090,910
8,399,620

226,848
7,905,700

184,660
1,078,770

40,978,518

695,796
695,796

3月 分派遣会員賃金等

高齢者活躍人材確保育成事業受託料、預金利息の返還金

派遣事業拠点委託費 (手数料 )

3月 分社会保険料等

消費税及び地方消費税 (確定 )

3月 分臨時職員賃金

公益目的事業・法人会計の支払費用

[未払金計]

[預 り金計]

社会保険料他

(流動負債 )

未払金

預 り金

派遣会員賃金

返還金

経費

職員

長崎税務署

職員

経費

職員・派遣会員

41,674,314流動負債合計

41,674,314負債合計

28,783,478正味財産合計


